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三宅 恵子 特任准教授 

【男女共同参画推進室】 

９月１日付で岐阜大学男女共同参画 

推進室に着任しました。私の略歴をお話 

しますと、卒業研究から生物学に魅せら 

れ、博士課程では神戸大学、九州大学で研究を行い、九州

大学博士課程在学中に第１子（現在７歳）を出産し、九大構

内の保育園に子どもを預け、育児をしながら学位を取得しま

した。その後、夫とともにアラスカ大学北極生物研究所でポ

スドクとして植物生態学の研究をしながら第２子（現在３歳）

を出産し、現地の保育園を利用しながら育児と研究を行って

きました。前任の新潟大学では女性研究者支援室に所属

し、女性研究者の育成と支援に従事してきました。仕事と家

庭の両立に悩みながら奮闘の日々ですが、私自身を実験台

にしながら（？）、これまでの経験を活かしてみなさんが活躍

しやすい環境や支援体制を作っていきたいと思っています。

特に若い学生さんや院生さんが、自分自身をみつめ、自分

の道を見つけて、力強く生きていくお手伝いをしたいと思って

います。これからよろしくお願いします。今後、女性研究者や

学生さんの交流の場として、学内に「カモミール・カフェ」を開

設し、セミナーや交流会を企画していきますので、気軽にご

参加下さい。よろしくお願いいたします。 

岐阜大学男女共同参画推進室 

      （人事労務課男女共同参画係） 

〒501-1193 岐阜市柳戸 1-1 

Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396 

Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp

 

清島 真理子 教授 

【医学部 皮膚病態学】 

仕事と家庭生活（特に妊娠・出産・育児）の 

両立に悩んだり、不安を持つ女性医師の支援 

に対して、岐阜大学医学部・附属病院の中で 

連帯感をもって取り組むために「岐阜大学女性医師就労支援の

会」が平成 21 年 10 月に発足しました。私は会の代表を務めさ

せていただいており、地域医療医学センター村上啓雄教授、松

本茂美先生、奥村陽子先生と共に女性医師就労の諸問題を抽

出し、働きやすい環境づくりを考えてきました。昨年度の活動と

しては、第１回は「先輩女性医師に聞こう」、第２回は「学内保育

所を考えよう」をテーマとしとて会を開催し、また、６年女子医学

生との昼食会も行いました。さらに今夏は「小学生サマースクー

ル in 岐阜大学医学部」を企画し、大変好評でした。秋からも①

医学部４年学生全員に対する男女共同参画教育、②5-6 年女

子医学生を対象とした保育所見学と相談会、③「学童保育を考

えよう」をテーマとした、第３回女性医師就労支援の会など種々

の取り組みを予定しています。今春からは岐阜大学全体の男女

共同参画推進室のメンバーに加わらせていただいており、医学

部だけでなく、すべての学部と連携して、女性研究者育成・支援

に積極的に関わっていきたいと考えています。よろしくお願いい

たします。 

「男女共同参画推進室」がパワーアップしました！ 

平成 22 年 9 月 1 日付で三宅 恵子室員（特任准教授・男女共同参画支援コンシェルジュ）

および青木 正人室員（工学部 教授）、田中 逸夫室員（応用生物科学部 教授）が新たに 

加わり、10 人体制となりました。 

 

「コンシェルジュ」と聞くと、少し高級なホテルにいる、宿泊客の要望

      や案内に対応する「総合世話係」を思い浮かべる人が多いと思います

が、最近は病院や百貨店でも同様の役割を担う人のことを「コンシェルジュ」と

呼んでいます。男女共同参画支援コンシェルジュは、女性研究者と女子学生を

中心に両者の交流の場を提供し、支援を行います。また、本学の男女共同参画

推進のための様々な企画を立案・実施します。 

コンシェルジュは何をする人ですか？ 
 

 

 

室 員 紹 介  Vol.2 コンシェルジュ紹介 



 

⇐[学長室訪問] 

＊学長室を訪問し、手作り

名刺を交換しました。執務

室では、『未来の学長!?』が

代表して学長席に座り、み

んなで記念撮影を行いまし

た。最後に学長から記念品

をいただきました。 

⇑[ヘリポート見学][救急車体験乗車] 

[高次救命治療センター見学] 

＊途中で救急車に出動要請がかかり、一部の

人が乗車出来ませんでしたが、目の前から出

動する姿を見られました。 

＊薬の調合に挑戦したり、エコーを体験したり

しました。 

 

「小学生サマースクール in 岐阜大学」開催しました！ 

1日目 

9：00  開校式・自己紹介 

10：00 「身体活動の科学～からだのチェッ

クと外遊び」（春日晃章准教授） 

12：00  昼食 

13：00  「人の骨」（早川大輔准教授） 

14：00  おやつ 

14：30  レクリエーション 

（ユネスコ学生クラブ） 

16：00  宿題タイム 

17：00  お迎え 

教育学部 准教授 春日晃章先生＆教育学部の学生のみなさま

医学部 准教授 早川大輔先生 

名知 祥先生＆高次救命治療センター＆岐阜市消防隊員のみなさま

肝疾患診療支援センター 副センター長 高井光治先生とスタッ

フのみなさま 

後藤千寿副薬剤部長＆薬剤部のみなさま 

藤田由加里副看護部長 

森 秀樹岐阜大学長       （＊日程順になっています。） 

8 月 26 日（木）・27 日（金）医学部女性医師就労支援の会（代表：清島 真理子教授）が、長期休暇中

の学童保育の一環、及び保護者の職場見学として、医学部・医学部附属病院の教職員のお子さんを

対象に「サマースクール」を開催しました。 

 
⇑[身体活動の科学 

～からだのチェックと外遊び] 

＊春日先生のお話の後、教育学部の学生さんの協力もいただいて、

各ポイントに置かれているクイズに答えながら学内を回りました。 

⇑［人の骨］ 

＊早川先生は、頭がい骨は何本の骨から出来ているか、骨の中はどうなっているかなど、

身近な例をあげ、わかりやすく話をしてくれました。その後、本物の人間の骨を触りました。 

2 日目 

9：00  宿題タイム 

10：00 「救急医療体験」（名知 祥先生） 

12：00  昼食 

13：00  「病院見学」（高井 光治先生・ 

後藤千寿副薬剤部長） 

14：30  学長室訪問 

15：30  おやつタイム 

16：30  感想文 

17：00  修了証授与 

 
⇑[開校式・自己紹介] 

 

 

 

SPECIAL THANKS!! 

119 番と AED をお願いします。 

⇐[AED 講習会] 

＊街中で倒れている人を

見つけた場合の対処方法

を学びました。小さな体の

全身を使ってリズム良く胸

骨圧迫が出来ました。 

⇑[病院見学] 

 

⇑[レクリエーション] 

*ユネスコ学生クラブの皆さんお手製の 

カードを使って神経衰弱を楽しみました！ 

村上“校長先生”

 

 

たくさんのボランティアの方々の協力で、事故もなく無事、

閉校することが出来ました。ありがとうございました！この

イベントは来年度も医学部女性医師就労支援の会が行い

ます。また、男女共同参画推進室では、新たに全学でも開

催する予定です。「うちの子にも職場を見てほしい」という

教職員のかた、「ボランティアで参加して子どもたちの元気

な笑顔が見たい」という教職員のかたは、男女共同参画推

進室までご連絡ください。 

医学部女性医師就労支援の会・地域医療医学センター 

男女共同参画推進室・岐阜大学医師会・ユネスコ学生クラブ 

 

 

主催 

共催 


